
 

 

愛知県立みあい特別支援学校（知的障害）スクール・ポリシー 

１ 学校概要 

設置部・設置学科 小学部・中学部・高等部（普通科） 

特色ある取組 

みあい特別支援学校は、岡崎市と幸田町を通学区域とする知的障害のある児童生徒のための特別支

援学校です。 

「元気ある子」「根気ある子」「勇気ある子」を校訓に、元気いっぱい遊び、根気よく学び、何事

にも勇気をもって挑戦できる子を目指し、支援をしています。 

また、ユネスコスクールに加盟した平成 26年度からは、共生社会の実現を目指したＥＳＤ活動（持

続可能な開発のための教育）を展開しています。 

地域とのつながり・地域での役割 

 岡崎市立緑丘小学校、岡崎市立竜南中学校との学校間交流や居住地校交流、高等部と愛知県立岡崎

高校や岡崎東高校との交流を行っています。 

 地域の方々との交流では、ボランティアの方と行う「ふれあいロード整備交流」、緑丘保育園の園

児を招いての「さつまいも交流」を行っています。地域とのつながりを深める活動では、高等部職業

コースが行う清掃や販売会などの校外作業学習、また、高等部生徒会による名鉄美合駅での挨拶運動

などを積極的に進めています。 

高等部卒業生の主な進路 

＜進学＞職業訓練校 ＜一般就労＞公務員、一般企業等 

＜福祉就労＞就労継続支援、生活介護等、就労移行支援等  

一言アピール  

 ＧＩＧＡスクール構想に先がけ、本校ではＩＣＴ教育を積極的に推し進めてきました。タブレット

端末を中心に、学習支援やコミュニケーション支援に情報機器を活用して成果を上げています。 

２ スクール・ポリシー 

このような幼児児童生徒の育成を目指します 

 健康な体と豊かな心、確かな生活力を育み、たくましく社会参加できる児童生徒を育成します。 

＜小学部＞ 

 ・コミュニケーション手段を獲得し、自分の思いを人に伝えることができる児童 

 ・少しの援助で手がかりに気づき、主体的に課題に取り組むことができる児童 

＜中学部＞ 

 ・相手を意識して挨拶や報告ができる生徒 

 ・自分で決めて自分から行動できる生徒 

 ・友達（人）との関わりを大切にできる生徒 

＜高等部＞ 

 ・課題に主体的に取り組み、考えや思いを自分の表現方法で伝えることができる生徒 

 ・卒業後に働くことができる知識や技能、態度を身に付けることができる生徒 

 ・人から感謝され必要とされる経験を積み、持続的に社会参加することができる生徒 

このように学びます 

○一人一人の障害の状態や将来の姿を見据えて作成した個別の指導計画を基に、一歩一歩着実に個々

の学びを進めます。 

○主体的に学ぼうとする場面を積極的に設け、思考力・創造力・判断力の向上を図ります。 

○小中高の各部が連携し、系統的な教育活動を行うための教育課程の検討や授業づくりに取り組みま

す。 

 


